
　

私
が
山
形
大
学
に
着
任
し
て
既
に
二
十
一
年
が

経
っ
た
。
そ
の
間
、
平
成
八
年
に
は
、
私
の
職
場
で

あ
っ
た
教
養
部
が
解
体
し
、
人
文
学
部
へ
配
置
換
え

と
な
る
と
い
う
私
に
と
っ
て
は
大
き
な
荒
波
を
経
験

し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
六
年
か
ら
始
ま
る
国
立
大

学
の
法
人
化
に
と
も
な
い
、
さ
ら
な
る
大
変
化
が
予

想
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
最
近
の
国
立
大
学
を
取
り

巻
く
情
勢
は
厳
し
さ
を
増
し
、
国
立
大
学
へ
の
社
会

的
要
請
も
一
段
と
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
要
請
の
最

た
る
も
の
は
、
大
学
の
効
率
化
で
あ
り
、
研
究
成
果

の
社
会
還
元
で
あ
ろ
う
。

　

私
の
専
門
は
、
日
本
都
市
論
と
日
本
仏
教
史
で
あ

り
、
日
本
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
す
る
と
は
い
え
、
過
去

を
研
究
対
象
と
し
て
い
る
と
し
て
、
何
年
か
前
で
あ

れ
ば
、
実
用
と
は
一
見
縁
の
な
い
研
究
と
思
わ
れ
、

そ
れ
で
済
ん
で
き
た
。
し
か
し
、
私
と
し
て
は
、
以

前
か
ら
自
己
の
研
究
が
現
在
と
い
か
に
か
か
わ
る
の

か
を
絶
え
ず
意
識
し
て
き
た
の
で
、
し
ば
し
ば
学
生

た
ち
に
自
己
の
研
究
と
現
在
と
の
関
係
に
つ
い
て
話

し
を
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
都
市
奈
良
を
例
に
挙
げ
れ
ば
、
と
も

す
れ
ば
奈
良
と
い
え
ば
古
代
都
市
奈
良
（
平
城
京
）

の
発
展
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
で
は
な
く

て
、
実
は
、
中
世
都
市
奈
良
の
方
が
現
在
の
都
市
奈

良
の
基
本
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
古
代
都
市
奈
良
は
、
中
世
初
期
ま
で
に
は
衰
退

し
、
と
く
に
平
重
衡
の
焼
き
討
ち
以
後
は
、
興
福
寺
・

東
大
寺
の
門
前
町
と
し
て
発
展
し
た
結
果
、
現
在
の

奈
良
は
中
世
都
市
奈
良
を
基
本
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
考
え
る
と
、
古
代
奈
良
す
な
わ
ち
平
城
京
の
遺

跡
が
奈
良
の
は
ず
れ
に
広
が
っ
て
い
る
の
も
理
解
さ

れ
や
す
い
。
要
す
る
に
、
現
在
の
都
市
の
景
観
（
都

市
計
画
の
前
提
と
な
る
）
を
理
解
し
都
市
計
画
を
立

て
る
う
え
で
も
、
そ
の
都
市
の
歴
史
を
知
る
こ
と
は

重
要
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
私
は
、
過
去
を
研
究
す
る
と
い
っ
て

も
、
絶
え
ず
現
在
を
意
識
し
て
き
た
が
、
同
時
に
、

い
か
に
し
た
ら
自
己
の
研
究
成
果
を
よ
り
社
会
に
還

元
で
き
る
の
か
も
考
え
て
き
た
。
と
く
に
、
山
形
大

学
は
人
文
学
部
・
教
育
学
部
・
理
学
部
・
工
学
部
・

医
学
部
・
農
学
部
と
い
っ
た
文
理
両
系
に
わ
た
る
総

合
大
学
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
と
も
す
れ
ば
各
々
バ
ラ

バ
ラ
に
研
究
が
行
わ
れ
、
必
ず
し
も
文
理
両
分
野
を

総
合
し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ

ゆ
え
、
た
と
え
ば
、
同
じ
く
山
形
地
域
を
フ
ィ
ー
ル

ド
に
し
て
い
て
も
、
歴
史
学
・
地
理
学
・
社
会
学
・

都
市
工
学
・
農
学
・
医
学
な
ど
、
学
部
ご
と
に
各
々

別
個
に
研
究
を
行
い
、
同
じ
大
学
に
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
学
部
を
超
え
た
連
携
・
共
同
研
究
の
体
制

は
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
私
は
全
学
の

志
を
同
じ
く
す
る
人
々
と
と
も
に
、
都
市
地
域
学
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
二
○
○
二
年
の
二
月
に
、
山
形
大

学
の
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
研
究
所
の
一
つ
と
し
て
都
市
地

域
学
研
究
所
の
設
立
申
請
を
行
い
許
可
さ
れ
た
。

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
研
究
所
と
い
う
の
は
、
建
物
を
持
た

な
い
け
れ
ど
も
、
山
形
大
学
の
一
組
織
と
し
て
の
研

究
者
集
団
が
存
在
す
る
研
究
所
の
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
研
究
所
の
目
的
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
第
一

に
は
、
歴
史
学
、
宗
教
学
、
文
化
・
伝
承
学
、
地
理

学
、
経
済
学
、
社
会
学
、
地
球
物
理
学
、
環
境
工
学
、

都
市
工
学
、
農
学
、
公
衆
衛
生
学
、
地
域
看
護
学
な

ど
の
分
野
か
ら
、総
合
的
か
つ
多
面
的
に
、「
都
市
」お

よ
び
「
地
域
」
を
学
際
的
に
研
究
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。
第
二
の
目
的
は
、
本
研
究
所
が
、
日
本
に

お
け
る
「
都
市
・
地
域
学
」
の
研
究
拠
点
と
し
て
機

能
し
、
本
研
究
所
組
織
が
、
国
際
的
視
野
に
基
づ
い

た
学
際
的
分
野
「
都
市
・
地
域
学
」
に
お
け
る
学
術

活
動
推
進
の
た
め
の
中
心
的
役
割
を
担
う
こ
と
で
あ
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る
。
そ
し
て
、
本
研
究
所
の
各
部
門
の
研
究
水
準
の

高
度
化
を
進
め
る
た
め
、
内
外
研
究
者
の
共
同
研
究

参
加
を
促
進
す
る
。
と
り
わ
け
、
自
然
と
都
市
の
共

存
を
可
能
と
し
て
い
る
地
方
中
核
都
市
「
山
形
」
で
、

東
日
本
有
数
の
規
模
を
誇
る
「
山
形
大
学
」
を
拠
点

と
し
て
活
動
す
る
。
本
研
究
所
に
は
以
下
の
四
つ
の

セ
ン
タ
ー
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
部
門
を
置
い
て
い

る
。

（
一
）
歴
史
・
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー（
松
尾
剛
次
代
表
）

①
日
本
都
市
・
地
域
史
研
究
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、

「
古
代
日
本
都
市
・
地
域
史
研
究
」、「
中
世
日
本
都

市
・
地
域
史
研
究
」、「
近
代
日
本
都
市
・
地
域
史

研
究
」、「
現
代
日
本
都
市
・
地
域
史
研
究
」
な
ど

で
あ
る
。

②
日
本
都
市
・
地
域
文
化
・
伝
承
研
究
部
門
＝
研
究

テ
ー
マ
は
、「
日
本
文
化
」、「
説
話
・
伝
承
研
究
」、

「
日
本
語
学
」
な
ど
。

③
比
較
都
市
・
地
域
史
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
東

洋
都
市
・
地
域
史
研
究
」、「
欧
米
都
市
・
地
域
史

研
究
」、「
南
米
都
市
・
地
域
史
研
究
」
な
ど
。

（
二
）
地
域
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
大
川
健
嗣
代
表
）

①
地
理
学
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
自
然
地
理
学
」、

「
防
災
地
理
学
」、「
人
文
地
理
学
」
な
ど
。

②
都
市
・
地
域
経
済
学
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
都

市
経
済
学
」、「
農
業
経
済
学
」、「
環
境
経
済
学
」

な
ど
。

③
都
市
・
地
域
社
会
学
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
都

市
社
会
学
」、「
家
族
社
会
学
」、「
農
村
社
会
学
」

な
ど
。

（
三
）
環
境
・
社
会
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー

（
上
木
勝
司
代
表
）

①
自
然
環
境
シ
ス
テ
ム
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
資

源
科
学
」、「
自
然
災
害
」、「
生
物
環
境
」、「
水
資
源
・

環
境
」、「
森
林
環
境
」
な
ど
。

②
都
市
・
地
域
環
境
シ
ス
テ
ム
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ

は
、「
地
下
水
工
学
」、「
豪
雪
工
学
」、「
水
道
工

学
」「
環
境
工
学
」、「
汚
染
工
学
」、「
都
市
計
画
」

な
ど
。

（
四
）
地
域
医
療
・
看
護
・
高
齢
者
福
祉
シ
ス
テ
ム
研

究
セ
ン
タ
ー
（
深
尾
彰
代
表
）

①
地
域
医
療
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
公
衆
衛
生

学
」。

②
地
域
看
護
・
介
護
部
門
＝
研
究
テ
ー
マ
は
、「
地
域

看
護
学
」、「
老
人
福
祉
学
」
な
ど
。

　

要
す
る
に
、
通
常
は
、
四
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
研

究
を
行
い
つ
つ
も
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
セ
ン

タ
ー
を
超
え
て
連
携
・
協
力
し
、
文
・
理
融
合
の
地

域
学
シ
ン
ク
タ
ン
ク
を
目
指
す
研
究
所
た
ら
ん
と
活

動
し
て
い
る
。
二
○
○
三
年
二
月
に
は
、
地
域
科
学

研
究
セ
ン
タ
ー
長
大
川
健
嗣
教
授
に
よ
る
研
究
報
告

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
し
、
六
月
に
は
毎
土
曜
日
に

「
山
形
の
魅
力
再
発
見
」と
い
う
テ
ー
マ
で
本
研
究
所

主
催
の
公
開
講
座
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
敷

居
の
高
か
っ
た
観
の
あ
る
本
学
も
確
実
に
社
会
に
門

戸
を
開
き
、
社
会
的
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
を
理
解
し
、
種
々
の
要
望
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。
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